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はじめに

この「高大連携物理教育セミナー」は、 20年ほど前より基礎工学研究科と

理学研究科が協力して開催していた「理科と情報数理の教育セミナ－J （物理

分科会）と全学教育推進機構が主催していた「高大連携物理セミナー」が5年
前に合体し、高校の理科の先生と大阪大学の教員が教育に関する議論を行うも

のとして、多くの参加者を集めて盛んに行われております。

理科離れの問題や文部科学省の教育方針の変更など、現在の理科教育は大き

な試練にさらされています。そのような現状において、本セミナーのように、

高校と大学の先生方が集まって埋科教育の問題点や教育方法の改善、高校・大

学問の教育の接続に関する陪題などを議論し研究することは、重要な意義があ

ります。高大連携物理教育セミナーは、このようなことから、今後も現状を打

開していくために大きな意味を持っています。幸いなことに、今年度も多くの

高校の教員の方々と大学関係者にお集まりいただき、盛大にセミナーを開くこ

とが出来ました。参加された高校の先生と、大学関係者の方々に感謝するとと

もに、このセミナーの位霞づけを今一度考え、更に発展させていくことが出来

るように、今後とも努力していきたいと思います。

本年度は、 「フレッシュな物埋と言語活動Jというテーマのもとで、本学の

若手研究者2名の方々による講義と、最近、大学で問題となってきている学生

たちの「研究内容を自らの言葉でまとめて論文や口頭で発表する」という言語

活動に焦点を当て、 「物理と言語活動Jという題で高大連携・物理教育セミナ

ーを企画しました。本年度は講義を一つ減らし、基礎工学部研究室訪問を試行

してみました。参加された高校側の先生方の評判も良く、来年度以降も引き続

きこの企画を考えております。高大連携企画は、大学側の問題意識という点も

あり、大学所属の4名の教員の問題提起と高校所属の2名の先生方による高校

側の受け取り方という形を取りました。最後に、参加者全員で活発な議論を行

いました。

このセミナーの成功には、熱心な高校の先生方の参加に負うところが大きく、

発表してくださった先生方は言うに及ばず、遠路参加していただいた先生方に

惑謝いたします。また、セミナー開催を支えていただ、いた両学部の事務の方々

にお礼を申し上げます。

下田正
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